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計
算
資
料
見
つ
か
ら
ず

4版

利担川基杢局水
国
交
相
が
謝
罪

利
根川
水
系
で
2
0
0

年
に1

度の
大
洪
水
が
起
き
た
時
の
最
大

流血（
基
本高
水）
を
鍔出
し
た

資
料
が
見つ
か
ら
な
い
問
題
で、

馬
淵
澄
夫国土
焚通
相
は

5目、

再調査
の結
果、
資
料
は
存
在し

な
い
と
結
論
付
廿
た。
初
年
前に

算
出
さ
れ
た
基
本高
水
の数
値
は

2
0
0
5

年
度に
そ
の
ま
ま
国
の

方
針と
し
て
踏
襲
さ
れ
た
が、
馬

淵
国
交
相
は「
大
変、
ず
さ
ん
だ

っ
た」
と
お
わ
び
し
た。

利
根川
水
系
の
基

本高水
は、

1
9

8
0

資促
紳
流
の
群
馬
県
伊

勢
崎
市
の
八
斗
砧で
毎
秒2
万
2

干J
と
計
算
さ
れ、
八山川一砂
ダム

（
群
馬
県）
を
建
設
す
る
短
大の

根
拠と
さ
れ
て
き
た。
何
年度、

、
か
よ
理
も
的
が
い
物
。

し
と
る
管
て
図
性
強
人
い

どどを－
dJ童謡、た包

な
、
で
だ
と
が
可
は
し
か

る
際
跡
き
だ
府
る
て
流
し

え
た
追
ベ
出
政
と
し
、
る

加
し
を
く
流
本
と
と
し
す

を
出
か
お
の
日
J
府
跡
に

み
＆

「ユ
l

チュ
ー

ブ」
に
は、
無一
チュ
ー

ブ
のサ
ー

バ
ー

菜
園
に一
集
流
た
て
ら

f
た
政
迫
か

いじ
十”
に －いれ
川 町E

汁一

。ー
はい

い一
編
一
れ
し
か
は
し
。て
ら

pl
！

料
の
会
員登
録
を
すれ
ば、
誰
で一
あ
る
た
め、
日
本
の
瞥
察
カ
単
独一

に
が
漏に
ス
国
流
る
意
明

｜
l
h

、Y
E－－も
霊
益
事
議
〓

よ
革
製査に
踏
み
き
めへ
資
翌
ル
万
P

I中
に
あ
決

・1
色
面園

会
員登
録
ナる
に
は、
①E
メ一
を畑押収
する
こ
と
は
で
き
ない 。

－ EE－

－
ル
ア
ド
レ
ス
②住ん
でい
る
国一
ユ
l

チュ
ー

ブ
の
利
用
規
約

1」
』

や
地
域
名③
生
年月
日
④
性
別

l一
は、
投
稿
さ
れ
た
動
画
に
ポル
ノ

Et
t

ー
の

4
項目の
情
報
を入力
する一
や「
わ
い
せつ
な
緊
密
が
含ま

必
要
が
ある
が、
免
許
証
や
ク
レ一
れ
た
り、
テ
レ
ビ
番組
を
そ
の
ま

ジッ
トカ
l
ド

な
ど
を
使っ
た
本一
ま
流
し
て
著
作
権
法
に
違
反
し
た

人
確認
の
手
続き
は
な
く、

申告一
り
し
て
い
る
と、
事
前の
通
知
な

し
た
生
年月
日
や性
別
が
本当
か一
く
映
像
を
削
除す
る
こ
と
が
で
き

ど
う
か
も
確認さ
れ
な
い 。
E
メ一
る
と
定
めて
い
る。
ま
た
外
部
か

lル
ア
ド
レ
ス
も、
い
ま
で
は
イ一
ら
の
指
摘をう
け
て、
ユ
l

チユ

ン
タ
l

ネッ
ト上
で
個
人
情
報
な一

！
ブ
側が
利
用
規
約
に
違
反
し
て

し
で
簡
単に
取
得
で
き
る。

一
い
る
と
判
断
す
れ
ば、
通
常
は
数

今回
の
映
像
を
最
初
に
投
稿
し一
分
以
内に
削
除す
る
と
い
う。

た
の
は「s
en
go
ku
お」

一
ユ
l

チュ
ー

ブ
上
で
は、
す
で

と
い
うユ
ー

ザ
ー

名
で
登
録
し
た一
に
「s
en
go
ku
m」
の
登

人
物
と
み
ら
れ
る。
日
月

4日
に一
録
は「ユ
ー

ザ
ー

が
削
除し
た」

会
員
登
録
さ
れ、
年
齢
は「
お一
と
表
示
さ
れ、
最
初
に
投
稿
さ
れ

歳」
、

国
は「
日
本」
と
申告
し一
た
動
画
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

て
い
る。

一
い 。

登
録
情
報な
ど
か
ら
投
稿
者
を一

た
だ
別のユ
ー

ザ
ー

た
ち
によ

特
定
す
る
に
は、
ユ
l

チュ
ー

ブ一
っ
て、
映
像
は
複
製
を
繰
り
返
さ

側
の
協
力
が不
可
欠
だ。
ユ
l

チ一
れ
て
お
り、
時
聞
を
追う
ご
と
に

ュ
l

ブを
傘
下
に
持つ
グ
lグ

ル一

投稿
数
は
増
加 。

5
日正
午
の
段

広
報
は
「
峰察、
政
府
当
局
な
ど一
階
で、
ユ
i

チュ
ー

ブ
に
は
延べ

し
か
るべ
き
と
こ
ろ
か
ら
公
式
な一
回
本
が
投
稿
さ
れ、
関
連
動
画
の

要
請
が
あ
れ
ば、
捜査
協
力
は
す一
視
聴
は
少
な
く
と
も
約四
万
四
に

る」
と
話
す。
た
だ、
す
で
に
捜一
のぼ
る。
海
外へ
の
アピ
ール

を

査
協
力
へ
の
要
請
が
あっ
た
の一
狙っ
て
か、
英
語
や
中
国語
で
案

か、
映
像
を
削
除す
る
よ
う
依頼一
内
文
が
白か
れ
た
映
像
も
あ
る。

が
あっ
た
の
か
な
ど
につ
い
て
は一
ユ
l

チュ
ー

ブ
以
外の
動
画サ
イ

「
答え
ら
れ
な
い」
と
い
う。
ユ
l一

トへ
の
掲
載も
進ん
でい
る。
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「
み
ず
き」
へ
の
衝
突

－ . 

．尖閣問題のこれまでの経緯
・圃圃且．ーーーー＝ーーー

7日 中国漁船が海保の巡視船2隻に衝突
8 日 船長を公務執行妨害容疑で逮捕

11日 中国が9月中旬に聞く予定だった日中政府の東シ
ナ海ガス田開発の条約交渉を延期
日本が船長を除く漁船の乗組員14人を帰国させる
10月に日本への約1万人の団体旅行を予定してい

た中国企業が旅行を取りやめ
ガス回「白樺（しらかば） Jに、中国が掘削作業
用機材を運び込んだことが明らかに
新華社通信匂で、フジタ社員4 人が違法に軍事施
設を撮影したとして取り調べ
日本へのレアアース輸出禁止が明らかに
那璃地検が中国人船長を処分保留で釈放し、船長
は帰国

28日 レアアース禁輸措置解除が明らかに
30日 フジタ社員3 人が解放

5 日 菅直人首相と中国の温家宝首相が会談。対話再開
で会主主

9日 フジタ社員の残り 1 人が解放
16日 中国・成都などで数千人の反日デモ

ート一三一
1日 海保が衝突場面を収めた映像を衆参の予算蚕理事

に公開
海保の映像と見られる映像がネットに流出

動画投稿だれが、
国
の
審
議会
が

新河川
法
に
基づ

く
利
根
川
の
河
川
整
備
方
針を
決

め
た
際も、
同じ
数
値
が
踏
襲
さ

れ
た。

馬淵国
交
相
は
国
の
密
接

会
で、
十
分
な
検
証が
行わ
れ
な

かっ
た
と
し
て、
「
2
万2
干J

あ
り
き
の
検
討
を
行っ
た」
と
当

時
の
国の
判
断を
厳
し
く
批
判 。

そ
の
上
で、
「
過
去
の
資
料
が
な

い
こ
と
を問
題
にし
た
の
で
は
な

く、

利根
川
の
治
水
計
画
の
基
本

で
ある
基
本高
水
の
信
頼
性
が
揺

ら
ぎ
か
ね
な
い
問
題
だ」
と
語っ

た

今
後、
馬
淵
国
交
相
は、
過
去

の
算出
方
法
にと
ら
わ
れ
ず、
ゼ

ロベ
lス

で
基
本
高
水を
再
計
算

す
る
よ
う
指示
し
た
と
い
う。
新

たな
基
本高
水
は、
固と
八ツ
場

ダム
の建
設
費
を
負
担
す
る6
都

県な
ど
でつ
くる
検
証の
場
で
明

ら
か
にし
て
い
くと
い
う。

ハ
ー
ト
レ
イ
琴
星

N
A
S
A
が
撮
影

地
琢
に
接近
中
のハ
ー
トレ

イ

13日
17日

23日

25日

ユ

ユ

フ
� 

ー
チ

4
日
に

会
員
登
録

蓋
に、
米
航空
宇
薦（
N
A

S
A）
の
探査
機エ
ポキ
シ
が
日

本
時
間

4
日
夜、
約
7
0
0キ固

ま

で
近づ
き、
写
真を
撮っ
た
H

写

真、
N
A
S
A提
供 。
長さ
約2

キロ
の
琴星
は、
小惑
星「
イ
トカ

ワ」
のよ
う
なピ

l
ナツ
状
の
形

で、
太陽
に
照
ら
さ
れ
て、
激
し

く
水分
を
噴き
だ
し
て
い
た。

ハ
ー
トレ

イ
馨
星
は6
年
半
で

太陽を
回っ
て
お
り、
今
年
は
地

球に
接近
し
て
い
る。
先月
末に

最も
近づ
き、
今月
中
旬ま
で
地

球
と
並
走
し
な
が
ら
徐々
に
離れ

なく広がり、回収は不可能
だ。コンビューターに詳し
くなくても誰もが簡単にネ
ットを使えるようになり、
有効性も広く認識されるよ
うになった。以前なら、内
部告発でマスメディアに提
供されていたような暴露情
報も、今後はネットに流さ
れる傾向が広がるだろう。

回
収
は
不
可
能

4 日
ネット社会に詳しい評論

家の歌田明弘氏の話 何者
かが何らかの意思を持って
流した可能性が高い。醤察
のものとみられる内部文
の流出が問題になったが、
今回は誰でもアクセスでき
る動画サイトに流された点
で、よりインパクトが強
い。一度流れた映像は際限

ず
さ
ん
な
管
理

危機管理コンサルタント

の田中辰巳氏の話 ずさん

な管理だ。政府は映像が流
出したらどうなるかを深く
考えていなかったとしか思
えない。こういったビデオ
は現物だげにし、ダビング
したりネット経由で送った
りしては絶対にい貯ない。
ダビ、ングするならオリジナ

いからだ。場合によって
は、横浜市で聞かれるアジ
ア太平津経済協力会議（A
PEC）をキャンセルして
くるかもしれない。漁船船
長の逮捕段階で映像を公開
していれば、問題はこれほ
どこじれなかった。対応を
誤った菅内閣の点任は免れ
ない。

対
応
を
誤っ
た

中盤顕 雄・国際教養 大学
学長 （現代中国学） の話
中国がどのように反応する
かは未知数だが、かなりの
リアクションをしてくると
思う。インターネットを通
じて、映像は全世界に流れ
る。このまま黙って静かに
していれば、中国国内での
政府批判につながりかねな

て
い
く。
地
上
か
ら
見る
と6

星ほ
ど
の
明る
さ。
暗い
場
所

行っ
た
り、
双
眼鏡
を
使っ
た

すれば
よ
く
見え
そう
だ。

エ
ポキ
シ
は
2
0
0
5

年、吋

ィ
l

プ
イ
ンパ
ク
ト
の
名
前で

ち上げ
ら
れ
た
響星
探査
機 。

（
東山正
宜

チ
リ
落
盤
生
還』

N
Y
マ
ラ
ソ
ン
ヘ

【
ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
日

村
上

史】
チ
リ
の
鉱
山落盤
事
故
で

さ
約7
0
0

M
に
印
日
間
閉じ

めら
れ、
m
月
に
救出
さ
れ
た

人
の
1

人、
エ
ディ
ソン
・ぺ

さん（
鎚）
が
4
目、
ニュ
iヨ

ク
シテ
ィ
l・

マラ
ソン（
7

開催）
に一
般ラ
ン
ナ
ー

と
し

出場
す
る
こ
と
を、
当
地
で
行

れ
た
記
者
会
見で
表
明し
た。

ナさ
ん
は
救出
を
待つ
問、
作

用
ブ
l

ツ
を
スニ

ー
カ
ー

の
長

こ
D〉、
戸「旨三
司＼
レd
y
ご

ぷtbt
pI議月fjJ 、l〆

か
ぶ
り、
暗
閣
の
坑道
をほ
ぼ毎

日
5
s

m
J
定っ
て
い
た
とい－

う。
「
生
き
て
い
る
実感
を
忘晶

な
い
た
め
に、
定る
こ
と
が
必轟

だっ
た」

－皇居で大綬章親捜式

秩
の
叙
勲
の
大
綬章親
捜
式剖

5日
午
前、
皇
居・
宮殿
「
松品目

間」
で
あ
り、
受章
者が
天
皇幽

下か
ら
勲
章
を
授
与され
た。
喧

に
臨ん
だ
の
は、
元
参院
議
長晶

扇
千景（
本
名
・

林
寛子）
さ』

（
行）
ら。

－スタジオパlク改修Q

N
H
K
は

4目、
墓思・
渋／

の
放
送セ
ン
タ
ー

内に
あっ
て品

開
放
送
を
行っ
て
い
る「NH
晶

ス
タ
ジ
オパ

l
ク」
を来
年

4晶

か
ら
9
月
ま
で
休
館に
する
と晶

表し
た。
展
示
内
容
や
施
設
を

新
す
る
た
め。

－スリlデlマlチ開孟

圏内
最
大のウ
オ
1キ

ン
グ卓

会「
第お
回
日
本
ス
リ1
デ
l孟

lチ」
（
日
本ウ
オ

iキン
グ也

会、
埼玉
県、
東
松
山市、
朝早

新
聞
社主
催）
が

5目、
埼玉且

東
松
山
市
を
主
会
場
に
始
ま
晶

た。

丘
陵
や
清
流
沿い
を散
策串

る
3

日
間の
催し。

－

初
日
のコ
iス

は
岡市
か
ら品

西
方向
を
め
ぐる「
和紙
の里

－

寅
蔵
嵐
山
ル
l

ト」
（
印
5』

J）
な
ど。

晩秋の
柔ら
か
な品

差し
を
浴
び、
容加
者たち
は晶

朝
か
ら里
山の
小
道
を
職や
か品

歩い
た。

対応誤った　巡視船に中国船　朝日新聞-2010.11.05


